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　新型コロナウイルスのパワーがこれほどとは・・・。誰が想像できたであろうか。コロナ感染から３年目。長い戦
いが続く中、今は「オミクロンショック」に世界が揺れている。対策には依然としてワクチン接種が有効のようだ。
３回目の接種を控えるが、切に今回で最後にしてほしい。
　さて、2021年度も残り２ヶ月。計画では、この２ヶ月間、にぎやかなスケジュールとなるばずだったが、１月21
日から県内に「まん延防止等重点措置」が適用されたため、予定した活動を中止したり、延期したりと苦渋の日々が
続いている。1月15日（土）の「女性のひろば」、２月５日（土）の次世代育成セミナーを中止せざるを得なかったこと
は大変残念である。そうした中、28日（金）には、各地区事務局長会議をオンラインで開催した。新しい方法へのチャ
レンジである。新型コロナウイルスとの戦いは、しばらく続くであろう。高まる自粛ムード、会議はオンラインか書面。
交流は断念等々、日常生活の不安度は高まり、前に進むためのペダルを踏む力も弱くなっているように感じる。戦
いは続くが、コロナとうまくつきあいながら工夫を凝らしていきたい。

コロナにまけず、コロナとうまくつきあい、
そして、新しい活動のあり方を模索しよう！
コロナにまけず、コロナとうまくつきあい、
そして、新しい活動のあり方を模索しよう！

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
昨
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
苦
心
の
中
に

あ
っ
て
も
労
福
協
活
動
の
前
進
に
向
け
、格
別

の
ご
配
意
を
賜
り
、深
く
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
初
頭
か
ら
始

ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
・・・
。私
た
ち
の
日

常
は
大
き
く
変
容
し
、格
差
や
貧

困
、社
会
の
分
断
は
よ
り
深
刻
に

な
り
、出
口
の
見
え
な
い
不
安
な

状
況
が
長
く
続
い
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
感
染
者
確
認
か
ら
３
年
目
。

一
時
鎮
静
化
の
様
相
が
窺
え
た

感
染
状
況
も
現
在
、新
た
な
変
異

株
の
出
現
に
よ
っ
て
全
国
的
に

感
染
が
急
拡
大
し
、県
内
で
は
、

県
内
全
域
に
緊
急
事
態
宣
言
に

準
じ
る「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
」が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
で
は
多
く
の
失
業
が
生

み
出
さ
れ
、営
業
の
自
粛
、企
業

の
休
業
や
倒
産
に
よ
り
労
働
が

手
放
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
、格
差
と
貧
困
は
一
層
深
刻
化

し
、日
本
社
会
の
脆
弱
さ
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち

と
し
て
は
、公
的
支
援
の
強
化
を

求
め
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

に
む
け
た
継
続
的
な
取
り
組
み
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　 

中
央
労
福
協
は
昨
年
、第
３
期
の
奨
学
金

制
度
改
善
・
学
費
負
担
軽
減
の
運
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、そ
の
第
一
弾
の
取
り
組
み
と
し
て
奨

学
金
返
済
や
保
護
者
の
教
育
費
の
負
担
を
軽

減
す
る
税
制
支
援
の
実
現
を
め
ざ
す「
オ
ン
ラ

イ
ン
署
名
」を
実
施
し
ま
し
た
。ご
賛
同
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。今
後
も
誰
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
社
会

に
向
け
て
大
き
な
う
ね
り
を
つ

く
り
な
が
ら
、共
感
で
き
る
社
会

運
動
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。み

な
さ
ん
の
力
強
い
後
押
し
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、私
た
ち
は
昨
年
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
厳
し
い
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
〝

ひ
と
り
親
家
庭
〞
、〝
学
生
〞
、

〝
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た

ち
〞
の
日
常
を
憂
慮
し
、県
労
福

協
の
構
成
団
体
連
携
の
う
え
、

「
支
援
の
輪
・
応
援
の
輪
」を
広
げ

ま
し
た
。さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま

す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
の
笑
顔

に
つ
な
が
れ
ば
と
念
じ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
め
ざ
す

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」持
続

可
能
な
社
会
を
創
造
す
る
た
め

に「
今
こ
そ
、労
働
者
福
祉
運
動

の
出
番
」と
の
気
概
を
持
ち
、労

福
協
・
労
働
組
合
・
福
祉
事
業
団

体
が
連
携
し
、一
丸
と
な
っ
て

「
共
助
の
輪
・
応
援
の
輪
」を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
が
、み
な
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
ご
活
躍
の
年
と
な
る
こ
と
を
切
に
願

い
な
が
ら
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

長
崎
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

会
長
　
髙
藤
　
義
弘

■
２
０
２
２
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て―

コロナとの戦いも３年目に突入。
今も感染防止策を取り込んだ我慢の日常が

当たり前となっているが、みんなで知恵を絞って、
労働者福祉運動の前進に向け、頑張ろう！　
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■
長
崎
県
児
童
養
護
施
設
協
議
会
へ
の

　
寄
付
金
贈
呈

　
い
つ
ま
で
続
く
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
・
・
・
我
慢
の
日
常
が

続
く
子
ど
も
た
ち
に
、
今
年
も
構
成
団
体
が
連
携
し
、
さ

さ
や
か
な
応
援
の
輪
！

■
連
合
長
崎・ろ
う
き
ん・こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

　〈
全
労
済
〉・
労
福
協
合
同
会
議

■
11
月
２
日
、
連
合
長
崎
対
馬
ブ
ロ
ッ
ク
が

取
り
組
む
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
の

一
部（
３
０
０
㎏
の
う
ち
１
０
０
㎏
）と
対

馬
地
区
労
福
協
か
ら
60
㎏
を「
つ
な
ぐ
Ｂ

Ａ
Ｎ
Ｋ
つ
し
ま
」に
寄
贈
し
ま
し
た
。

■
労
福
協
セ
ミ
ナ
ー

　
テ
ー
マ
は「
高
齢
化
・
単
身
世
帯
急
増
化
社
会
で
生
じ
る

生
活
課
題
　
法
律
に
よ
る
解
決
と
そ
の
限
界
」

　
講
師
は
弁
護
士
・
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
の

資
格
を
有
す
る
伊
藤
弁
護
士
　
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の

推
移
〜
介
護
〜
消
費
者
被
害
〜
特
殊
詐
欺
被
害
〜
成
年
後

見
制
度
〜
終
末
期
医
療
〜
相
続
ま
で

１
．
九
州
ろ
う
き
ん
で
は
、
現
在
、
カ
ー
ラ
イ
フ
ロ
ー
ン

と
教
育
ロ
ー
ン
以
外
に
も
２
０
２
２
年
３
月
３
１
日

ま
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
で
す
が
、
そ
れ
は
リ
●

●
●
●
ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。●
に
入
る
の
は

何
で
し
ょ
う
か
？

２
．
こ
く
み
ん
共
済coop

長
崎
推
進
本
部（
長
崎
労
生
協
）

は
２
０
２
１
年
９
月
に
創
立
●
●
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。●
の
数
字
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

○
答
え
は
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

職
場
名
を
明
記
し
県
労
福
協
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
締
切
日
は
２
０
２
２
年
３
月
17
日（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

○
当
選
者
の
方
に「
お
楽
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト
」を
お
送
り
し

ま
す
。
正
解
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

○
送
り
先
　
〒
８
５
０-

０
０
３
１
　
長
崎
市
桜
町
９―

６

　
長
崎
県
労
福
協
ク
イ
ズ
係
　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
９
５
）８
１
１―

６
１
３
２

○
前
月
号
当
選
者
発
表（
敬
称
略
）

　
正
解
　
１
：「
ｅ
」　
２
：「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

※

ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
以
下

の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
上
　
勝
治
　
石
丸
　
久
美
子
　
光
武
　
佳
代
子
　

　
岡
添
　
良
子
　
東
川
　
よ
り
子

長崎県児童養護施設協議会へ寄付
2021年12月17日（金）
ホテル セントヒル長崎

 

当日、悪天候による航路欠航
に伴い、奥浦慈恵院（五島市）
の入口施設長が出席できな
かっため、長崎県社協地域福
祉推進課の関根課長が代理で
目録を受理。

　2022年１月26日（水）、マルシェ・
ド・リッシュ（長崎市）において、連合
長崎３名、ろうきん３名、こくみん共
済coop<全労済>３名、労福協１名
が集い、会員拡大、組織拡大を主た
るテーマとして意見交換を行った。
　少子高齢化の加速は、労働組合、
福祉事業団体の事業にも影響を及
ぼす。会議ではまず、取り巻く環境と
それぞれの現状と課題、今後の展望
について共有し、共通課題である会
員拡大・組織拡大に向けた連携のあ
り方について各団体の情報を参考に
しながら意見交換を行った。有意義
であった。

「つなぐBANKつしま（事務局：対
馬市社会福祉協議会）」と連携
し、対馬の将来を担う子ども達
（子育て世帯）に支援米を寄贈
（連合対馬ブロック・対馬地区労
福協）

2021年度労福協セミナー
2021年12月17日（金）
ホテル セントヒル長崎

 

①加齢による変化
②日常生活に潜む法的トラブ
ル（事例から）
③死後に生じる法的トラブル
（葬儀～遺言作成～相続）

第
１
２
５
回

労
福
協

連合の全国一斉集中
／労働相談

社会を支えていただいているみなさんに感謝！　ありがとう！
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ご相談は、ライフサポートセンター長崎・佐世保に！　0120-232426



な が さ き 労 福 協 第 181 号⑷  2022年２月1日

九州労働金庫20周年！　こくみん共済 coop〈全労済〉長崎推進本部60周年を盛り上げよう！


